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 環境試験設備 東日本大震災からの復旧  

 環境試験技術センターでは、平成23年3月11日午後14時46分
に発生した東日本大震災において、 
 
・事前の震災対策による被害の軽減 
・震災当日から開始した初動活動 
・被災した宇宙機の避難計画の立案及び受け入れ準備 
・早期の設備復旧作業による打上計画への影響回 避 
 
 等の対応を行った。特に、震災後1ヶ月程度で設備の復旧見通
しを策定すると共に、多くの設備を復旧させた。本日までに、14
設備中11設備が復旧しており、ここに、その活動内容を紹介す
る。 
 尚、残りの3設備は建屋被害の大きなSITE西側に設置されて
いる設備で、施設の工事完了後に普及作業を実施する。 

初動体制 
• ★震災当日（３月１１日） 
•  担当毎のグループに分かれて施設・設備の被災状況の確認に努める。 
•  （主にＳＩＴＥの壁の損壊及び６ｍφ放射計Ｓ／Ｃの天井の損壊が著しいことを確認した：添付１参照） 
• ★震災後一週間程度 
•  ・建屋等の被災状況の詳細な確認（危険箇所の洗出し等）及び安全化処置（応急処置）を実施。 
•  ・危険物の保管状況の確認及び高圧ガス設備は法に基づく点検等（添付２参照）を実施。 
•  ・供試体の一時避難場所の検討及び復旧計画の立案 
• ★震災後一ヶ月程度 
•  ・設備健全性確認のフェーズ１作業として設備外観確認を実施。 
•  ・フェーズ１作業と合わせて、ライフライン的な以下の設備の点検を実施。 
•   電気設備系、安全装置等、高圧ガス及びガス設備系 
•  ・4月２６日の震災対策本部会議に向けて、復旧見通しを報告できるように健全性確認作業のスケ

ジュールを立案・実行した。 

 上記の活動を安全かつ、確実に実施するため、保守維持メーカを交え毎日の連絡会（朝会等）により計
画調整と実績把握を行った。また、これらの進捗状況等（課題・問題点含む）はメール配信による日報によ
り情報共有を諮る等、一丸となって復旧作業に取り組んだ。 

 設備健全性確認作業の進め方  

 以下の３フェーズの作業に区分し、設備の復旧優先度及び建屋等の復旧計画に合わせてスケジュール
を調整した。 また、地震の影響または影響の可能性があることを考慮し、通常の保守点検手順とは異な
る手順や、必要に応じて新規手順書を策定する等、慎重に対応した。 

フェーズ１：設備外観確認  フェーズ２：設備単体の機能・性能確認  フェーズ３：システム点検 

宇宙機の避難 
(1) 3月11日、SITE内の宇宙機（GCOM-W、AMSR2、GPM、MCE）等が地震により被災し、

壁な どの崩落により発生した大量の粉塵に晒された。 
(2) 3月12日、SITEの被災状況を再確認し、比較的被害の小さかった反響室、前 室(1)へ

の避難計画を調整した。多くのシャッター・クレーンが被災したた め、移動ルートや
シャッター・クレーンの簡易点検・復旧についても調整した。 

(3) 3月16日、GCOM-W、AMSR2、JEM/MCEのSITE内移動、3月17日、移動ルートにある 
シャッター・クレーンの簡易点検・復旧を行い、3月19日までにSITE内避難を完了。 

(4) 3月23日までに、SITEからの搬出ルートにあるシャッターの簡易復旧、比較的被害の
小さかっ た他の建屋の受け入れ調整・準備(シャッターの簡易復旧、上水の確保、建
屋の 安全化処置、清掃)を実施した。 

(5) 3月24日、SITEから他の建屋への移動について調整を実施した。  
(6) 以後、受け入れ準備の整った建屋・宇宙機から順次移動を開始し、4月12 日までに全

ての宇宙機の移動を終えた。  
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